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要　旨　Atwood（2004）の「Exploring Feelings」を参考に，特別支援学校の高等部生徒
を対象として感情理解プログラムを開発した。実践は平成21年９月からセッション10回と，
９月から翌年３月まで「うれしいこと日記」の活動を通して行われた。実践前後のメンタル
ヘルス・チェックリストなど複数のアセスメント結果や日常生活での変化から，広汎性発達
障害の生徒に対して効果があることが示唆された。
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Ⅰ．目的

　近年では自閉症における認知において「感情
理解」に関する研究がされるようになってきた。
Howlin, Baron-Cohen & Hadwin（1999）は自
閉症に特徴的な心の理論の研究成果から，他者
の “心” を読むためのプログラムを開発し，自
閉症に適応することで信念・感情及び “ふり”
の理解に効果があると報告している。国内では

吉井・吉松（2003）が，自閉症の感情理解にお
いて，肯定的な感情よりも怒りなどの否定的な
感情の方が理解されやすい可能性があることを
指摘した。
　従来，怒りのコントロールに焦点を当てた
教育プログラムについては，その取り組みが
アメリカなどで始まっているものの，実証的
な検討を行ったものは少ないとされてきた（桜
井・Cusumano;2002）。しかし，自閉症の怒り
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や不安のコントロールを目的として開発された
教育プログラムである「Exploring Feelings」
は，実証的な研究によって成果が報告されてい
る（Atwood；2004）。我が国の研究においても，
宮路ら（2008）は高機能広汎性発達障害の児童
における感情理解のプログラムを実施してお
り，吉橋ら（2008）は高機能広汎性発達障害の
小学生と中学生に対して怒りのコントロールプ
ログラムを実施して，ともに成果を上げている。
　さて，平成21（2009）年に公示された特別支
援学校学習指導要領の自立活動において６つの
内容が挙げられた。その中には人間関係の形成
の項目が新設され，他者の意図や感情の理解に
関する教育の必要性が指摘されている。さらに
個別の指導計画の作成する際には，個々の児童
又は生徒について，障害の状態，発達や経験の
程度などの実態を把握することが配慮事項とし
て示されている。しかし現時点では自閉症の感
情理解に関する教育的な方略が確立されている
とはいえない。
　そこで，本研究ではAtwood（2004）が開発
した「Exploring Feelings」のプログラムを参
考にしながら，特別支援学校の高等部に在籍す
る自閉症の生徒を対象として感情理解に基づく
プログラムの開発と運用を行い考察することを
目的とした。

　なお，本論においては自閉症スペクトラムの
立場を支持するものとし，自閉症に関連する一
連の障害を自閉症と考えることとする。

Ⅱ．方法

１．対象
　Ｋ特別支援学校の高等部に在籍した，自閉症
の男子生徒ＡとＢの２名と，同級生の生徒４名
の計６名であった。ＡとＢは，ともに小学校時
代は通常学級に在籍しており，その時期に医療
機関から自閉症の診断を受けていた。その他の
４名の生徒は知的障害，広汎性発達障害，ダウ
ン症など障害は様々であり知能指数は50～75の
範囲であった。全員，日常生活における会話は
可能であり，簡単な文章であれば読み書きをす
ることも可能であった。対象生徒の診断名，知
能指数，感情理解，日常生活の様子はTable 1
に示した。

２．プログラムの概要
　2009年９月から10月の間に，Ｋ特別支援学校
の宿泊訓練棟Ａ教室において，毎回同じ教室環
境でセッションを行った（Fig 1）。セッション
は，１セッションを50分として合計10回行っ
た。実践はＫ特別支援学校の教諭で臨床発達心

Table 1　対象生徒の知能指数と診断名

氏名 Ａ Ｂ
診断名 自閉症スペクトラム 自閉性障害

知能指数 65 75
感情理解 感情を表すことは少ない。感情を表す

言葉の使い方は理解している。
感情の理解は十分にできていない。パ
ターンの決まった場面で感情を表す言
葉を使うことができる。

怒りの感情について 他者から何度も関わられるなど苦手な
ことに対しては，体を硬直し表情を硬
くすることで怒りを表す。怒りなどの
感情のコントロールについては家庭か
らのニーズにも挙げられている。

日常生活において怒りを表し言葉を荒
げることがある。たとえば，自分の意
図通りに周囲の人が動かない場合など
では怒りの感情が高まるが，自分でう
まくコントロールできないことがある。 

日常生活の様子 友だちとよりも一人で過ごすことを好
む。
何度も関わられると不快感を示し，体
を固くして怒りを表し相手と距離をと
ることがある。

自分の興味のあることを一方的に話す。
パターンの決まったやりとりを好む。
自分の意図通りに周囲の人を動かそう
することがあり，うまくいかないとき
に怒りを表し言葉を荒げることがある。
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Fig 1　セッションの様子

理士であるメインティーチャー１名と，Ｋ大学
特別支援教育専攻の大学院生サブティーチャー
１名の計２名を基本の形とし，随時Ｋ大学教育
学部の大学生が１名程度参加した。

がおきることがあること，ストレスや感情をう
まくコントロールすることが社会人を続けてい
くためには必要であることを，絵を描きながら
説明した。また，うれしい，リラックス，怒り
の感情について，「手のひらに汗をかく」「せき
をする」「ほほえむ」などの体の変化と併せて
理解できるようにした。それとともに具体的な
教材・支援ツールの提示と操作を通じて，内容
を理解できるようにした。
　セッション３からセッション５までは「感情
の道具箱」の中身と，それぞれの道具の使い方
を提示し使う練習をした。ピンセット（身体の
道具），ガーゼ（リラックスの道具），かゆみど
め（交流の道具），熱さまシート（考える道具）
を，場面を限定しながら一つずつ使う練習をし
た。
　セッション６からセッション10までは，「感
情の道具箱」を実生活の中で活用する練習を
行った。どのような場面で自分は怒るのかとい
う振り返りを行い，道具を複数組み合わせるこ
とでより効果的に怒りをコントロールしやすく
なることに気付けるよう声かけなどを行って
いった。
３）教材・支援ツールについて：教材・支援ツー
ルは対象生徒が活用しやすいように工夫して作
成した（Fig 2）。感情を視覚的に理解しやすい
よう，紐を使った数直線や文字カードを多く使
い，生徒が実際に操作しながら具体的に理解で
きるようにした。セッション３では漫画「ちび
まるこ」の紙芝居を作成した。対象生徒は長い
話になるとポイントが絞りにくいので，「まる
子が料理のお手伝いをしないので母親が怒り」

「まる子も怒った後」「友蔵（祖父）に解決策を
相談して」「後日お手伝いをして仲直りする」
の４枚で構成した。読み手は，まる子（メイン
ティーチャー），母親（サブティーチャー），友
蔵（大学生）と役割分担をして，立場の違いが
分かるようにした。「感情の道具」としては，
生徒が在籍する学校の保健室から，実際に使っ
ている救急セットを借用した。最終セッション
では，自動車免許証と同じ大きさで個人の顔写
真入りの「素敵な社会人の免許証」を一つずつ

１） セ ッ シ ョ ン の 内 容： 実 践 の 内 容
は，「EXPLORING FEELINGS :Cognitive 
Behaviour Therapy To Manage Anger」を参
考にしたものの部分的に変更をした。セッショ
ンの具体的な内容についてはTable 2に表した。
主な変更点としては，生徒の実態からソーシャ
ルストーリーＴＭの作成の部分を除いていたこ
と，感情の「道具箱」の内容を生徒のイメージ
しやすいものへ変更したこと（Table 3），内容
を理解しやすいように漫画「ちびまる子」を活
用するなど生徒の実態に応じた教材・支援ツー
ルを作成したことなどであった。
　セッション全体のテーマは「素敵な社会人に
なろう」であり，毎回「社会人になるために」
というセッションの目的の説明から入ることと
した。対象生徒が全員来春に卒業を控えた高等
部３年生であること，学習の目的を知らせるこ
とによって意欲的に学習に取り組める生徒が多
かったことがその理由である。また初回以降は
前回のセッションの復習から始めることとし，
セッションの内容がつながっていることを理解
できるようにした。
２）各セッションについて：セッション１と２
では，半年後に卒業すると社会人になること
や，社会ではストレスを受けて怒りという感情
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手渡すことで，学習内容を実生活で活用できる
自信をもてるようにした。

Table 2　プログラムの内容

概　要 備　考 学級での活動

セ
ッ
シ
ョ
ン
１

①素敵な社会人になろう」の学習目的を知る。
②自分の得意なことを発表する。
③どんなときにうれしいかを考える。
④うれしいときの体の変化を知る。
⑤うれしい度数を数直線で発表する。
⑥うれしい気持ちを表す言葉の種類を知る。
⑦うれしい日記を宿題としてもらう。
⑧「楽しいことの本」を宿題としてもらう。

①は「社会生活のストレスと関連する
感情を知り，対処方法を知ることで社
会生活に適応しやすくなるということ」
である。
④は「表情や姿勢などの変化」である。

うれしい日記
（一日の中でうれ
しかったことを帰
りの会の前の自由
時間に自由記述す
る）
楽しいことの本
（クリアファイル
に自分の好きな写
真や雑誌の切り抜
きをためていく）

セ
ッ
シ
ョ
ン
２

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②どんなときに落ち着いていると感じるかを考える。
③リラックスしているときの体の変化を知る。
④怒りを感じているときの体の変化を知る。
⑤怒りを感じているときの体の変化カードを分類する。

⑤は「手のひらに汗をかく」「せきをす
る」「ほほえむ」などからだの変化を表
した文字カードを分類する。

セ
ッ
シ
ョ
ン
３

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②漫画「ちびまるこ」の紙芝居を見る。
③自分が怒ったときの体の変化を考える。
④困った感情を治療する道具の存在を知る。
⑤道具の使い方を考える。

②は「まる子が料理のお手伝いをしな
いので母親が怒り」「まる子も怒った後」

「友蔵（祖父）に解決策を相談して」「後
日お手伝いをして仲直りする」という4
枚の紙芝居を作成した。
④はTable 3に表記した。

セ
ッ
シ
ョ
ン
４

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②「かゆみどめ（交流の道具）」の使い方を知る。
・友達・兄弟・父母や祖父母が怒っているとき，どのよう

に「かゆみどめ」を使って助けてあげられるかを考える。
・自分が怒っているときに，友達・兄弟・父母や祖父母が「か

ゆみどめ」をどのように使って助けてくれるかを考える。
③熱さまシート（考える道具）の使い方を知る。

③は怒りを解消する考え方や自分に言
い聞かせられることについて考える活
動に取り組んだ。

セ
ッ
シ
ョ
ン
５

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②「ピンセット（身体の道具）」の使い方を考える。
③「ガーゼ（リラックスの道具）」の使い方を考える。
④使ってはいけない道具を考える。

④は，家の物を壊すなど，怒ってもし
ないほうがよいことを考える活動に取
り組んだ。

セ
ッ
シ
ョ
ン
６

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②道具を実生活で使ったことを発表する。
③出来事を怒りの数直線に置く。
④数直線で低いことがらに，道具箱の中身を使う練習をす

る。
セ
ッ
シ
ョ
ン
７

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②自分が怒る事柄を書き出す。
③道具を使って，どのように対処できるかを考える。

セ
ッ
シ
ョ
ン
８

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②「毒になる考え」の存在を知る。
③「毒になる考え」に対する「解毒剤」を考える。

②は「わたしは何をしてもうまくいか
ない」などの考えである。
③は「失敗しても次はうまくいくかも
しれない」などの考えを表す。

セ
ッ
シ
ョ
ン
９

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②怒りの場面を提示する。
③全員で道具の使い方を考え発表する。

②は「友達が自分の悪口を言っている」
を取り上げた。
③道具を複数組み合わせるように指導
した。

セ
ッ
シ
ョ
ン
10

①素敵な社会人になろう」の学習目的を復習する。
②これまでの学習を振り返る。
③「素敵な社会人」の免許書をもらう。

②はこれまでの教材やワークシートを
見ながら復習をした。
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　また，セッション開始と同時期から，セッ
ションだけでなく６名が在籍する学級において
もプログラムの一部を行うこととした。その内
容は，帰りの会の前の時間において一日の活動
の中でうれしかったことを記述する「うれしい
こと日記（Fig 3）」と，本人の好きなアイドル
歌手の写真やホームページの記事などをクリア
ファイルにためていく「楽しいことの本」であっ
た。「うれしいこと日記」の記述内容は基本的
に本人の自由記述であるが，漢字の使い方など
表記などは必要に応じて担任教師が支援した。
また，「楽しいことの本」は，休み時間などを
利用してパソコンや雑誌等を利用しながら収集
をしていった。

３．評価方法
　評価の時期は①セッション開始前，②セッ
ション終了直後のセッション期間中と，③セッ
ション終了時から６週間後のフォローアップの
合計３回とした。また，うれしいこと日記は本
人の了承を得ながら内容の確認を随時行った。
１）「たろうくんはからかわれている」：いじめっ
子に対して親友が怒りを爆発させそうであると
いう物語を提示した後，親友にどのような助言
などをするかという質問をする。本人はプリン
トに自由記述して回答をする。怒りをコント
ロールする適切な方法を考え出す能力を測定す
るため，Atwood（2004）が本研究用に作成し
たものを参考にした。
２）児童用メンタルヘルス・チェックリスト；
このチェックリストは学校生活での心理面の
ストレスなどを児童がどれくらい感じている
かということを判定するものである（岡安ら：

Table 3　道具箱の内容

道具の用途 Atwood（2004）
の感情の道具箱

今回の実践における
感情の道具箱

授業中における道具の活用例

身体の道具 かなづち ピンセット ランニングをする（生徒Ａ）
バトミントンをする

リラックスの道具 ブラシ ガーゼ お風呂にはいる（生徒Ｂ）
寝る

交流の道具 ペット かゆみどめ おしゃべりをする
メールをする

考える道具 レンチ 熱さまシート おちついて考える
いいアイディアを見つける

Fig 2　教材・支援ツールの一例 Fig 3　「うれしいこと日記」を記述している様子

－19－



1998）。本人にストレス症状などに関して4段階
評価をしてもらいその合計からパーセンタイル
を導くものである。
３）うれしいこと日記；記述内容に変化がある
かどうかを確認する。

Ⅲ．結果

　本プログラムは自閉症を対象として開発され
たプログラムを基としていることから，生徒Ａ
とＢについて結果を示す。
１．生徒Ａの結果
　生徒Ａはセッション中に自発的な発表は少な
かったものの，指名すると適切な応答をするこ
とができた。教師が説明した内容をそのまま反
復することは少なく，自分の言葉に置き換えて
発表したり記述したりすることが多かった。
　セッション後には教室で教師や友達のやりと
りの様子を見て笑ったり，自分の嫌なことは以
前のように体を固くして表現するのではなく

「やめてください」と言ったりして，比較的リ
ラックスしている様子が増えてきた。

１）「たろうくんはからかわれている」の結果
　セッション前には親友に直接暴力をやめるよ
うに助言をするという方略を書いていた。セッ
ション後は直接行動するのではなく，トラブル
の場面へかかわらないという対応へと変化して
いた。更にフォローアップの時期では，直接止
めるといった自分の行動ではなく，先生や家の
人という第三者に助言を求めるという対応を記
述していた。「たろうくんはからかわれている」
の結果をTable 4にまとめた。
 
Table 4 生徒Ａの「たろうくんはからかわ

れている」の記述内容

時　期 内　容
セッション前 太郎くん，ぼうりょくはやめ

よう。
セッション直後 もう，あんまりかかわらない

ようにする。
フォローアップ 先生か家の人に，相談してみ

たら。

２）児童用メンタルヘルス・チェックリストの
結果
　無力感・不機嫌怒り・抑うつ不安・身体的症
状の各項目の総和において，セッション前より
はセッション直後，さらに６週間後において減
少傾向が見られた。特にセッション中ではな
く，終了後６週間経過した後の方が減少の幅が
大きかった。各項目ともに減少しているが特に
無力感，身体的症状に減少傾向が見られた。児
童用メンタルヘルス・チェックリストの結果を
Fig３に示した。

Fig 3 生徒Ａにおけるメンタルヘルス・チェッ
クリストの変化

３）「うれしいこと日記」の結果
　うれしいこと日記は三日に一回程度のペース
で書いていた。12月16日の日記では一人ででき
たことを記述していたが，１月は教師と活動し
たことを書いていた。バトミントンは「感情の
道具箱」の中でも身体の道具として本人が答え
たものであった。２月は友達と一緒に活動した
ことについて記述していた。従来は一人で過ご
すことを好んでいたが友だちとの活動をうれし
いこととして記述したのは初めてであった。う
れしいこと日記の結果をTable 5に示した。

－20－



Table 5 生徒Ａの「うれしいこと日記」の
内容

時　期 内　容
12月16日 （一人で）まくらや布団干しがで

きました。
１月12日 （先生と一緒に）バドミントンを

やり楽しかったです。
２月10日 （グループリーダーとして）

作業の発表が最後まで言えました。

　以上の結果より，生徒Ａについては本プログ
ラムによる感情理解がすすみ，それにともなっ
てストレスの対処方法や人とのかかわり方への
幅を広げることができた。学校生活においても
笑顔が増えて感情を表すことが多くなった。ま
た一か月間の現場実習では職場の方と昼食時間
を一緒に過ごしながら会話をすることができて
いた。

２．生徒Ｂの結果
　生徒Ｂはセッションを通じて熱心に取り組ん
でいたものの，設問の際には「わからん，あ~
わからん」といいながら頭を抱えることが多
かった。質問に対しても答えることは少なかっ
たものの，集中して友達の意見を聞くことがで
きていた。

１）「たろうくんはからかわれている」の結果
　セッション前は「先生から叱ってもらう」と
いう解決方法を記述していたが，セッション後
には考えた後に「分かりません」という答えを
記述した。フォローアップでは文章が長くなっ
ており，「先生から叱ってもらう」という解決
方法に加えて反省しているという結果まで書か

れていた。「たろうくんはからかわれている」
の結果をTable 6に示した。

２）児童用メンタルヘルス・チェックリストの
結果
　各項目の総和においては大きな変化が見られ
なかったものの，セッション前よりはセッショ
ン直後，さらに６週間後において僅かながら減
少傾向が見られた。６週間後の結果では，身体
的症状においては減少見られた。児童用メンタ
ルヘルス・チェックリストの結果をFig 4に示
した。

Table 6　生徒Ｂの「たろうくんはからかわれている」の記述内容

時　期 内　容
セッション前 太郎くんの友だちではない人の担任へと伝えておく，そのいじめっこの友だちへと

しかっておく
セッション直後 分かりません
フォローアップ 太郎くんは，友だちではない男子の担任に言って，きつくしかってもらって，友だ

ちではない男子は担任の先生におこられて，反省している。

Fig 4 生徒Bにおけるメンタルヘルス・チェッ
クリストの変化

３）「うれしいこと日記」の結果
　日記はほぼ毎日書いていたものの，書く前に
は「あ～わからん」と独り言をいうことが多かっ
た。９月の日記では楽しいことを書くのではな
く事実のみを記述していた。しかし，１月の日
記では「楽しかったです」という表記が加わっ
ており，本人が楽しかったことを日記に書くこ
とができていた。２月の日記では，自分から楽
しかったことを思い出して迷うことなく記述し
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ていた。「うれしいこと日記」の結果をTable 7
に示した。

Table 7 生徒Ｂの「うれしいこと日記」の
内容

時　期 内　容
９月16日 生単で行先を決めました。
１月12日 今日の朝礼で発表をしました。楽し

かったです。
２月５日 今日楽しかったことはカラオケをし

ました。

　以上の結果より，本プログラムの内容を全て
理解することは難しかったものの，「うれしい
こと日記」においては以前よりも表現できるよ
うになった。また自分から友だちへかかわるこ
とが増え，学校の生徒会役員として集団の中で
も進んで活動を担うことができていた。周囲の
人が自分の意図と違うように動いた時でも怒り
を表し言葉を荒げることはなくなった。また
一ヶ月間の現場実習では，「ストレスがたまっ
たらお風呂に入ります」と自分で話すなど，感
情の道具を使うことができた。

Ⅳ．考察

　生徒Ａでは感情の理解やストレスへの対処方
法に変化が見られ，実際の学校生活においても
よい適応が見られていた。生徒Ｂにおいては，
セッション中は「あ～わからん」という発言が
あり理解できないことがあったものの，感情の
コントロールの面において学校内外で効果が見
られた。生徒Ａと生徒Ｂはそれぞれストレスや
怒りのコントロールができる場面が増え安定し
て過ごせるようになった。以上のことから本プ
ログラムにおいては一定の成果が認められた。
　本プログラムでは怒りの感情に焦点を当てた
ものの，セッションの導入や「うれしいこと日
記」などでは「うれしい」という感情に焦点を
当てた。怒りの感情が起こる場面に自分で気づ
き「感情の道具箱」を使って対処方法を学ぶこ
とは怒りのコントロールに必要なことである。

しかし一方，毎日の生活の中で楽しいことに気
づき，毎日の日記でうれしかったことを振り返
ることは，日々の生活を安定して過ごすために
必要なことであろう。毎日の生活では必ず楽し
いことがあること，怒りの感情が湧き上がって
きたときには対処方法を組み合わせることでコ
ントロールしていくということの両方を学べる
ようにしたことが，成果をあげた一因であると
思われる。
　自閉症の感情に関する研究は，Baron-Cohen, 
Leslie, and Frith（1985）が自閉症に心の理論
に関する能力へ障害があることを報告して以
降，他者の気持ちなどを推測することが苦手な
ことが明らかとなってきている。しかし，吉井
ら（2003）は自閉症において他者理解と感情理
解，自己理解の関連性について十分に検討され
ていない現状を指摘し，それぞれの能力が相関
関係にあることを報告している。これらのこと
から，自閉症の感情理解においては，他者だけ
ではなく自己についても理解への支援を行って
いくことが必要であろう。
　臨床場面においては，自閉症の児童・生徒は
他者の行動についてはよく気がつくものの，自
分の行動が他者からどのように見られているの
か理解していないことがある。たとえば，周囲
の友だちに「静かにしなさい」とよく言うもの
の，実は本人もおしゃべりをすることが多いと
いったことである。本プログラムにおいては

「ちびまる子」の紙芝居を使って他者の怒りに
ついて学習をしたあと自分の怒りについて学習
したが，他者の感情から自己の感情の理解へと
ステップを踏むことは必要な配慮だろう。
　また，神谷ら（2007）は，広汎性発達障害

（PDD）においても感情認知，あるいは感情理
解の困難さは従来から指摘されているものの，
これまでは他者の感情の理解についてであり，
自分の感情という視点から支援をおこなった報
告は少ないと指摘している。特別支援学校の新
しい学習指導要領においては，新たに人間関係
の形成の項目が追加されている。人間関係の形
成において自己の感情理解は大切な部分であ
り，本プログラムを活用することで特別支援学
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校においても自分の感情理解につながる教育的
支援ができる可能性がある。
　今後の課題としては，本プログラムの効果を
確認するために実践研究を積み重ねていくこと
があげられる。本研究は事例数が少なく，発達
障害のある児童・生徒において本プログラムが
どの程度有効であるかどうかは判断ができな
い。また，短期的な効果だけではなく長期的に
効果があるかという視点からの検討も必要であ
ろう。
　これらの課題はあるものの，生徒への感情理
解を促す教育プログラムは，今後の特別支援教
育において一定の役割を果たす可能性があるだ
ろう。
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